






































































































































































































































































































敬 体 常 体 体言止め 中途終了型
合 計
（100％）
①ニュース告知 6（ 8.6） 7（ 10.0） 51（72.9） 6（ 8.6） 70
②データ 1（ 3.2） 4（ 12.9） 26（83.9） 0 31
③警 告 0 4（100.0） 0 0 4
④依頼呼びかけ 12（21.1） 28（ 49.1） 2（ 3.5） 15（26.3） 57
⑤問いかけ 4（26.7） 10（ 66.7） 0 1（ 6.7） 15
⑥情 緒 1（ 9.1） 5（ 45.5） 3（27.3） 2（18.2） 11
⑦効用利益 1（ 2.2） 20（ 44.4） 21（46.7） 3（ 6.7） 45
⑧語 呂 2（ 4.3） 14（ 29.8） 30（63.8） 1（ 2.1） 47
⑨商品名 0 1（ 12.5） 7（87.5） 0 8







































































































JP&hl=ja 閲覧日 2011年9月1日 19時）
ii 以下，企業名／銘柄名／CMの種類を示す。CMの種類がいくつかある場合は，その種類を示す。
iv CMの最後に商品名を言う場合が多いが，企業が重視する形式を分析したかったため，音声と画面の両方
に現れても網掛けはしていない。
v スローガンは冒頭に入ることが多かったが，同じ企業のCMならば，どのCMにも同じスローガンが使わ
れ，データの数に偏りが出る可能性があるため，調査からは除いた。
vi 村田（2004）ではいわゆる「丁寧体」とは別に「～でございます」など更に改まり度の高い文末を「敬語
体」として分類していたが，収集したテレビCMの中では音声と画面の両方にでてくることばに「敬語体」
を用いた文末が見られなかったため，本稿では「敬語体」という分類は除き，「敬体」で分類した。
vi 中途終了型とは，宇佐美（1995）によるもので，自然発話の中で，述語が省略されたり，複文の場合，従
属節のみで主節が省略されたりする発話のことである。
vii 収集したテレビCMは206本であるが，音声と画面に現れた文は288である。
本論は，平成23年度卒業論文「テレビCMにおける言語表現について」（長澤輝世）に基づくものである。嶺
田明美が指導を行った。
（みねだ あけみ 日本語日本文学科）
（ながさわ てるよ 平成23年度日本語日本文学科卒業生
日友物産株式会社総務部）
（23）
